[bookmark: _GoBack]３年　国語科学習指導案
指導者　大阪市立大成小学校　石倉　昌也

１．日　　時　　平成２９年１０月４日（水）　　１３：３５～１４：２０

２．学年・組　　第３学年１組　在籍　　３８名

３．単 元 名　　「主人公に手紙を書こう　―○○な君へ―」（「モチモチの木」　斎藤隆介　３年）

４．付けたい言語の力とそれにふさわしい言語活動
　本単元で付けたい言語の力を「Ｃ　読むこと」の指導事項の中から、主にウ「場面の移り変わりに注意しながら、登場人物の性格や気持ちの変化、情景などについて、叙述を基に想像して読むこと」、オ「文章を読んで考えたことを発表し合い、一人一人の感じ方について違いのあることに気付くこと」とする。
付けたい力を育むために、「Ｃ　読むこと」の言語活動例ア「物語や詩を読み、感想を述べ合うこと」を具現化した「主人公に手紙を書こう」という言語活動を取り入れる。
「○○な豆太」という形で、主人公はどんな人物であるかを一言で表現し、そう考えた理由や感想を書き、交流する。さらに、付けたい力が身に付いたかどうかを評価し、さらなる活用をはかるために、並行読書しておいた「モチモチの木」の作者である斎藤隆介の他の作品の中から、お気に入りの一冊を選び、主人公への手紙を書く。
「音読すること」を通してこの目標に迫るとともに、「手紙を書く」という言語活動によっても、登場人物の性格や気持ちの描写に注目し、主人公がどんな人物であるかについて考え、感じたことや考えたことを交流することができる。また、各自の考えが、手紙の文章として目に見えるものになることにより、交流の場において、互いの感じ方の共通点や違いにいっそう注目しやすくなる。
　このようなことから、「主人公に手紙を書こう」という言語活動は、「場面の移り変わりに注意しながら、登場人物の性格や気持ちの変化、情景などについて、叙述を基に想像して読む」、「文章を読んで考えたことを発表し合い、一人一人の感じ方について違いのあることに気付く」力を付けるのにふさわしい言語活動であると考える。

５．単元間の関連
次単元（４年４月）
前単元（３年１２月）
本単元（３年２月）

主人公に手紙を書こう
―○○な君へ―
「モチモチの木」
◯主人公がどんな人物であるか　に注目して読み、手紙の形で表現して交流する。
いろいろな国や地域の本を読み、あらすじをまとめよう
「はりねずみと金貨」
◯いろいろな国や地域の物語を
読み、読んだ本のあらすじをまとめて紹介し合う。
くふうして音読をしよう
「こわれた千の楽器」
◯人物の様子や気持ちの変化に注意しながら想像し、音読する。




６．学習目標
　◯中心となる人物の行動や性格を叙述に基づいて読み、斎藤隆介の作品を読み広げ、主人公がどんな人物であ
るかを主人公にあてた手紙の形で表現して交流する。
　・場面の移り変わりに注意しながら、豆太の性格や気持ちの変化、情景などについて、叙述を基に想像しなが
ら読むことができる。
　・豆太とじさま、モチモチの木の関係を、叙述を基に想像しながら読むことができる。
　・主人公にあてた手紙を交流することによって、さまざまな感じ方があることに気付くことができる。





７．評価規準
	国語への関心・意欲・態度
	読む能力
	言語についての知識・理解・技能

	・目的に応じて、いろいろな本や文章を選んで読もうとしている。（C−カ）
	・場面の移り変わりに注意しながら、登場人物の性格や気持ちの変化、情景などについて、叙述を基に想像しながら読んでいる（C−ウ）
・文章を読んで考えたことを、登場人物への手紙という形に書いて交流し、それぞれの感じ方に違いがあることに気づいている。（C−オ）
	・言葉には、考えたことや思ったことを表す働きがあることに気付いている。（伝国−イ（ア））



８．指導にあたって
【児童観】
　本学級の児童は、４月「すいせんのラッパ」では、「場面の様子が伝わるように音読しよう」という課題を設定し、中心人物「すいせん」が冬眠しているかえるたちを起こすために吹いたラッパの音をリズムや声の大きさを考えながら音読することで、すいせんがどんな気持ちでラッパを吹いているのか読み取ることができた。
６月「ゆうすげ村の小さな旅館」では、「物語で起きた出来事を読み取り、物語のしかけを見つけよう」という課題を設定した。時の経過を表す言葉に着目することで、時間の経過に沿って物語が展開していくことを理解できた。また、「物語のしかけ」を探しながら読むことによって、主人公「つぼみさん」はどんな人物かを読み取っていった。そして、第Ⅲ次では、書籍『ゆうすげ村の小さな旅館』の中から、何編かを紹介し、「物語のしかけ」を探すことによって、どんな人物が登場するか予想しながら読み進めていった。まとめとして、文章を引用しながら、主人公「つぼみさん」はどんな人物なのかを一言で表現する活動に取り組んだ。すぐに書けた児童もいるが、どんな人物か形容する言葉がわからずに長い時間かかってしまう児童もいた。
以上のように、物語文の学習では、中心人物はどんな人物かに着目することができるようになった。しかし、指導者からの助言をもとに児童は学習を進めているため、自ら読み取ることができる児童の割合は高いとは言えない。
　視写については、説明文「自然のかくし絵」や物語文「ゆうすげ村の小さな旅館」では、毎時間、視写に取り組んだ。多くの児童が100文字から150文字の視写を10分程度で書き終えることができた。中には、教師よりも早く書き終えることができる児童もいた。

　また、読むことについては、毎日の宿題で音読をし家庭で評価してもらうことで励みになり、大きな声で一人で読むことができる児童が増えてきた。
学習における交流については、「話し方の約束」「聞き方の約束」「話型」は決めているが、できるだけ自分たちの言葉で交流するようにし、困ったときには「話型」を見て話すように促している。そして、交流の場については、「自分で考える」→「ペア交流・フリー交流」→「全体交流」という段階を経た交流を行っている。この交流の流れは毎時間変わらないので、たくさんの意見を聞きたいという児童からは「あの子の考えを聞いていいですか。」という発言が出ることがある。そのため、全体の児童の様子によって、「自分で考える」→「グループ交流」という流れにすることもある。交流の中で、自分の意見と異なる意見や参考になる意見を聞いたときは、ノートにその意見を付け足すことができ、深い学びにつながっている児童もいる。
　ふりかえりについては、その授業で自分がわかったこと、また、新しく気が付いたことなどを付け加えて書くなど具体的に自分の言葉で書くように指導してきた。その結果、徐々にではあるが一時間の授業内容を自分なりに振り返り評価することができるようになってきた。

【単元観】
本教材の「モチモチの木」は、全編が「語り手」による民話調の言葉で語りかけるように表現されており、中心となる人物である「豆太」の成長が描かれている。物語の構成としては、各章に見出しがあり、「設定Ⅰ−設定II−展開−山場−結末」がはっきりした五つの場面で構成されている。
主人公の豆太は、冒頭で「全く、豆太ほどおくびょうなやつはいない。」と語られ、ひとりでは夜にしょんべんにも出られない五つの男の子である。「おくびょう」という性格を表す言葉が最初にはっきりと書かれていることにより、学習者は、どのような豆太の行動に「おくびょうさ」があらわれているか、性格を表現している行動に注目しながら読み進めることができる。また、豆太のおとうは熊に殺されたことや、豆太にとってじさまがたった一人の家族であることが書かれている。じさまとの関係を読むことで、「山場」における豆太の心情と、行動の変容をしっかりととらえることができる。
「展開」では、豆太の家の前に生えているトチの木「モチモチの木」にまつわる言い伝えをじさまが語る。じさまによれば、霜月二十日の晩にはモチモチの木に灯がともる。それは、勇気のある子どもひとりだけしか見られないという、山の神様のお祭りである。豆太は、じさまもおとうも見たというその光景を見たいと思うが、夜の恐怖から、早々にあきらめてしまう。豆太のおくびょうな性格がよく表れており、続く山場での豆太の行動と対比をなしている。
「山場」では、その晩、豆太が、たった一人の家族である「じさま」の病気に際し、たったひとり真夜中の山道を駆け下り、医者様を呼びに行く。その帰り道、豆太は「モチモチの木に灯がついている」のを目にする。見開き２ページを使った印象的な場面であり、豆太が大きく成長したことを感じさせる。
「結末」では、その晩をすぎると、豆太はふたたびじさまを夜にしょんべんに起こすようになった、ということが描かれている。この結末の描写があることによって、「この物語を通して豆太は成長した」、「いいや、行動が同じなのだから、何も変わっていない」と、読み手には二通りの考えが生まれるであろう。そのため、叙述に基づいて根拠を述べながら考えを交流することに適した教材であると考える。


【指導観】
　本単元では、主要な登場人物である「豆太」がどんな子どもであるかを叙述にもとづいて読み、ひとりひとりの考えを「豆太への手紙」の形にまとめて、交流・共有を行う。その後、並行読書していた他の齋藤隆介作品の中から１作を選び、学習したことを生かして「登場人物への手紙」を書き、交流する。
　Ⅰ次では、まず、学習の見通しが持てるように、指導者が作成した「『かさこじぞう』の登場人物への手紙」を提示する。例を『かさこじぞう』としたのは、既習の教科書教材の中でも、登場人物の性格と、それが分かる言動がはっきりと叙述されているためである。手紙の例を提示することにより、同じ本を読んでも、読んだ人それぞれの感じ方が違うことを知る。本単元の学習では、「豆太への手紙」をみんなで書いて交流した後、今度は、齋藤隆介が書いた他の物語の中から好きなものを選んで「登場人物への手紙」を書いて交流する、という見通しを、一人一人がもてるようにする。
　初発の感想を書く活動では「豆太に伝えたいことや、きいてみたいことを書こう」と発問して「豆太へ」という書き出しで手紙を書く。これにより、主な登場人物である豆太に注目させ、感想の交流活動が焦点化するようにする。
第２時、第３時の一人学びでは、「豆太がどんな子どもか分かるところ＝赤」「じさまがどんな人か分かるところ＝青」の色分けをして本文に傍線を引くようにする。色分けをしておくことで、第４時以降の学習で、本文中から根拠を探す際の手がかりとすることができる。
　Ⅱ次では、「読みの課題」にもとづいて、豆太がどんな子どもなのか、また、豆太とじさま、豆太とモチモチの木の関係性について考えていく。
　第４時から第７時までは、主に設定～展開Ⅱまでを読み、課題にそって人物の言動や性格、つながりについて図に整理する。一人学びで色分けしたことを手がかりに、本文の叙述から理由づけながら、人物の性格やつながりについて考えられるようにする。また、それらを、学習の後に指導者が図にまとめ、掲示することで、児童が前時の学習をスムーズに想起できるようにする。
　課題解決につながる表現については視写をすることにより、ひとつひとつのことばを意識しながら考えることができるようにする。
また、各時間の最後には、文章で課題に対する「振り返り」を書く時間を設定し、一人一人が自分の考えの広がりや深まりを感じることができるようにする。
第８時では、山道を駆け下りるときと登るときを対比させながら、山場の場面について考える。「痛くて、寒くて、こわかった」「でも大好きなじさまの死んじまうほうがもっとこわかった」の叙述から読み取れる通り、豆太は決して「いさましい勇気」をもって夜道を駆け下りたわけではない。たった一人の肉親であるじさまを失ってしまう恐怖に突き動かされ、必死の思いで飛び出し、走ったのである。それほどの「こわい」気持ちの中でも医者様を呼びに走るという行動ができたのは、それだけ豆太にとってじさまがかけがえのない、大切な人だからである。医者さまにおぶわれ、共に山道を登るあいだも、豆太は「じさまが、なんだか、死んじまいそうな気が」して、「医者さまのこしを、足でドンドンけとばし」ている。山を下るときも登るときも、豆太はずっと「じさまが助かる」ことだけを願っている。これらのことを、下りと登りを対比させて板書で整理しながら、「じさまを助けたい」という変わらない豆太の思いに気付くことができるようにする。
第９時では、物語全体を通して「豆太はかわったのだろうか」という課題について考える。
単元観においても触れたように、この物語の冒頭と結末で、豆太の「じさまをしょんべんに起こす」という行動はまったく変化していない。この点を根拠に「豆太は何もかわっていない、成長していない」とする児童がいると考えられる。
一方で、豆太は今まで一人でしょんべんに行くこともできなかったのに、医者様を呼ぶために半道もある夜の山道を一人で走り抜くという経験をした。行動こそ変わっていないが、この経験をした（今までできなかったことを成し遂げた）ことによって、豆太の内面は確実にひとつ成長した、つまり「豆太はかわった」とする児童もいるだろう。このようなことを、叙述に基づいて、児童の言葉で語らせるようにしたい。
また「豆太はかわっていない」という意見を持ち続ける児童の中には、「豆太はもともと、人のためにならがんばれる優しさを持っていた。山場では、必要があったから、その優しさが勇気ある行動となってあらわれた。そのとき急に成長したのではなく、もともと持っていた力が表に出てきただけなのだから、変わったわけではない」とする児童もいるかもしれない。これも叙述に基づいた読みであると言える。
このような場合は、「かわった」「かわらない」のどちらかの表現に決めることを重視するのではなく、本文中の叙述に根拠を求めようとする児童の姿勢を大切にし、同じ物語を読んでも感じ方や考え方に違いがあることに気づかせたい。
第９時、第１０時では、これまでの学習を通して読み取ったことや感じ取ったことをもとに、
1 　自分なりにとらえた豆太の人物像（〇〇な豆太へ）
2 　豆太のどの言動から人物像をとらえたのかの根拠となる本文中の叙述
3 　豆太の言動や人物像に対する自分自身の思いや考え、豆太へのメッセージ
を書き、交流する。
　同じ本を読んでも、読んだ人それぞれの感じ方が違うことを知ることできるように、たとえば、①で同じところを選んでいるけれど②や③の記述が異なっている児童を同じグループにするなど、グループ編成を工夫する。
また、初発の感想として自分が書いた手紙の内容と比較させることで、学習者が、これまでの学習全体を通しての自分の学びを振り返り、自己評価をすることができるようにする。

【豆太への手紙の例】
①　おくびょうだけどやさしい　豆太へ　
　②　わたしは、あなたが、じさまを助けるために、泣きながら夜の山道を走り切って医者様をよびにいったと
ころがとても心に残りました。
　③　今まで夜に一人でおしっこに行けないくらいおくびょうだったのに、大好きなじさまが死んでしまうかも
しれないと思ったとき、じさまを助けるために、必死でがんばったことをすごいと思います。じさまを助
けるために、こわい夜道もがまんして走ったあなたは、人のためにがんばれる、とてもやさしい子だと思
います。これからは、少しずつ勇気が出せるようにして、じさまのようなりっぱなりょうしになってください。

　Ⅲ次では、並行読書で読み広げた齋藤隆介の他の作品から、自分のお気に入りを選び、学習したことをいかして「物語の登場人物への手紙」を書き、交流する。ここでは、同じ本を選んだ者同士でグループを作り、交流することにより、同じ物語を読んでも、注目した表現や感じ方に違いがあることに気付かせる。
その際には、チェックシートを使用して「①主人公の人物像」「②根拠となる本文中の叙述」「③自分自身の思いや考え、メッセージ」が書けているかを確かめ合うことに加え、互いのよかった点を書き、相互評価ができるようにする。
















９．【指導計画】（全１２時間）（三次構成）
	次
	時
	学習活動
	支援のあり方（発問・助言・補説　等）

	Ⅰ
	１





２
３
	◯本単元の学習課題をつかみ、学習計画を立てる。




〇「モチモチの木」を読み聞かせ「一人学び」をする。
・初発の感想
・難語句調べ
・豆太とじさまがどんな人物かわかる文や言葉にサイドラインを引く。

	〇同じ作者の他の作品を読んで主人公に手紙を書き、全体で交流するという課題を確認する。
○並行読書をし、読書カードに主人公がどんな人物かその根拠が書かれているページを書きためていくことで三次の学習につなげる。

〇教材文を読み、二次からの学習向けて自分なりの力で「一人学び」に取り組むようにする。
・難語句の意味を調べ、本文中の活用例を確認することで情景や場面の様子を想像しやすいようにする。
・「豆太」と「じさま」がどんな人物かわかる箇所に色分けのサイドラインを引くことで自分なりの人物像を持って二次の学習に臨めるようにする。

	Ⅱ
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５



６





７



８
本時


９


10
	〇設定「おくびょう豆太」について読み取り、豆太とじさまはどんな人物なのかを考える。


〇（設定）「おくびょう豆太」について読み取り、豆太とじさまがお互いにどのように思っているのかを考える。

○「やい木ぃ」を読み、豆太は昼と夜のモチモチの木をどのように思っているのかを考える。



○（展開）「霜月二十日のばん」を読み、じさまの話を聞いた豆太の思いを考える。

〇（山場）「豆太は見た」を読み、豆太の心情の変化を読み取る。



○（結末）「弱虫でもやさしけりゃ」を読み、なぜ豆太はじさまをしょんべんにおこしたのかを考える。
〇これまでの学習を想起し、豆太に手紙を書く。
・豆太への手紙を全体で交流する。
	〇設定場面で豆太とじさまの人物像が読み取れる箇所を視写したり、サイドラインを引いたりすることでどんな人物か読み取れるようにする。
・「語り手」について知る。

〇設定場面の「じさまは、ぐっすりねむっている真夜中に～かわいかったからだろう。」までを視写し、お互いの行動から思いを考えられるようにする。

〇本文「やい木ぃ、モチモチの木！実ぃ落とせぇ！～もうしょうべんなんかでなくなっちまう。」までを視写し、昼と夜のモチモチの木に対する豆太の言動にサイドラインを引くことで豆太がどのように思っているのか考えられるようにする。

○「それじゃおらはとってもだめだ」と「昼間だったら見てえなあ」を比較して読むことで豆太の葛藤する思いを考えられるようにする。

〇坂を下っているときと上っているときの豆太の気持ちを比較することで心情の変化に気が付くことができるようにする。


〇じさまの言葉を視写したり、これまでの豆太の言動を振り返ったりすることで、豆太の変容を考えられるようにする。
〇二次までの学習を振り返り、自分なりの豆太の人物像を手紙にし、交流するすることで同じ物語を読んでもそれぞれの感じ方が違うことに気が付けるようにする。

	
Ⅲ
	11
12

	○並行読書から主人公に手紙を書く。
○書いた手紙について発表を行い、感想を交流する。

	〇学習を通して広げ深めた考えをもとに、斉藤隆介の他の作品を読み、主人公の人物像に対する自分の考えを手紙として表現できるようにする。


































１０．【本時の学習】
①本時の目標
・山場の場面で豆太の心情の変化を叙述をもとに読み取ることができる。
②本時の展開
	学習活動
	主な発問（〇）と指示（△）
	指導上の留意点（・）と評価（♢）

	１．前時までの学習を想起し本時の学習課題を確かめる。


２．学習場面（山場）「豆太は見た」を音読し、豆太の心情を想像する。

３．豆太の坂道での思いを考え、ペアトークをし全体で交流する。













４．全体の交流をもとに豆太の思いを考える。




５．本時の学習を振り返り、学習のまとめをする。
	△豆太がどんな気持ちで小屋を飛び出したのかを確認する。
坂道での豆太の思いを考えよう。



△今日の場面を課題を考えながら音読しましょう。


○下っているときと上っているときの挿絵をくらべましょう。
（下り）　　　　　　　（上り）
・なきなき　　　　　　・ないていない
・一人　　　　　　　　・二人
・ねまき　　　　　　　・ねんねこばんてん
・はだし　　　　　　　・おぶわれている
○豆太は下っているときや上っているときにどんなことを考えていたのだろう。
（下り）
・足がいたいし、さむいよう。
・じさまと二度と会えなくなるかもしれない、こわいよう。
（上り）
・早く戻らないとじさまが死んでしまう。
・医者様はやく上って、じさまが死んでしまう。
○坂道を通して豆太が持ち続けていた思いはなんでしょう。
・じさまを死なせたくない。
・じさまをぜったいに助けたい。
・じさまが大すき。

△今日の学習の振り返り、自分の考えを書きましょう。
	・前時までの学習を振り返り、どんな気持ちで霜月二十日のばんを迎えたのか確認する。

・全員で一斉音読を行うことで本時の学習場面を意識し、課題である豆太の心情をつかむことができるようにする。
・坂道での挿絵や思いを比べることで、下りと上りでは違いがあることに気が付くようにする。

・それぞれの話し合いが円滑に進むよう児童の話し合いの内容に応じて助言する。

♢話し合いをもとに自分の考えを深めることができている。








♢「わかったこと」や「楽しかった」ことを書くことで、課題に対する自分の考えを深められている。



１１．【板書計画】



じさまの挿絵
モチモチの木　　　　　　　　さいとう　りゅうすけ
課題　坂道での豆太の思いを考えよう。





　　　　　　　　　　　　　　　　なきなき
　　　　　　　　　　　　　　　　一人
　足がいたいし、さむいよう　　　ねまき
じさま死んじゃいやだ　　　　　はだし
じさまが死んじゃうよう


じさま大すき
　じさまを死なせたくない
　じさまを助けたい




じさまが死んでしまいそう。　　　　　　　ないていない
医者様早く上ってよ。　　　　　　　　　　　二人
じさままっててね。もうすぐ　　　　　　　　ねんねこ
つくからね。　　　　　　　　　　　　　　　ばんてん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おんぶ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
振り返り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　







豆太の挿絵



医者様と
豆太の挿絵











